
投稿規程（⼀部抜粋） 

詳しくは，「編集要綱および投稿規定」を読んでください． 

 

投稿⽅法 

•  投稿申込書を1部つける． 

•  原則として電⼦ファイルのソフトはWordを使⽤する（pdfファイルのみは不可）．原稿作成要領

を参照のこと． 

•  テンプレートに添って⼊⼒し，次ページ以降のチェックシートで確認する．  

•  図は、Powerpointなどで保存後，Word本⽂中に取り込むことが望ましい．図の取り込みに問題

がある場合は，別途オリジナル図のファイルあるいはエクセルファイルを添付する． 

•  校正は原則として初校のみとし，その際新たな追加変更は認めない．尚，体裁を整える都合上，

編集委員会あるいは印刷所で原稿に⼿を加える可能性がある． 

 

論⽂掲載料 

•  原稿の掲載料は10,000円とする．原著論⽂および総説は10⾴，研究報告は4⾴を超えた分につ

いては，それぞれ超過⾴あたり4,000円を著者に請求する． 

•  カラ－ペ－ジ料⾦は1⾴あたり20,000円とする． 

 

別刷り 

•  最低50部とし，それ以上は50部単位とする． 

•  別刷りは最低50部とし，それ以上は50部単位とする．別刷り料⾦（50部）は，1-2⾴7,000円，

3-4⾴9,000円，5-6⾴10,000円，7-8⾴11,000円，9-10⾴12,000円を基本料⾦とし，以降1-2

⾴増えるごとに1,000円が加算される．また，50部増すごと各基本料⾦に5,000円が加算される． 

•  必要部数は初校の際に別刷り注⽂書の所定の位置に記⼊する． 

 

 



低温⽣物⼯学会誌 和⽂ 投稿⽤チェックシート 
 

•  投稿申込書を1部つける． 

•  投稿は原則として電⼦ファイルのソフトはWordを使⽤する（pdfファイルのみは不可）． 

•  図は，Powerpointなどで保存後，Word本⽂中に取り込むことが望ましい． 

 

原稿作成要領 

テンプレートに添って⼊⼒し，以下の部分を最後に確認する．  

１⾴⽬  

•  和⽂タイトルは，ボールド体,センタリング 

•  和⽂の所属と著者名は，右寄せ 

•  所属の異なる著者は，肩付き数値（半⾓）をつける． 

•  英⽂タイトルのイニシャルのみ⼤⽂字表記，ボールド体, センタリング 

•  英⽂著者名は，姓は⼤⽂字表記，センタリング 

•  英⽂の所属と住所は，イタリック体，センタリング 

•  所属の異なる著者は，肩付き数値（半⾓）をつける． 

 

⼀般的注意事項 

•  英⽂要旨，緒⾔，材料と⽅法，結果，考察，（謝辞），⽂献の順 

•  第⼀レベル（章）の⾒出し（レベル番号は付けない），センタリング 

•  第⼆レベル（節）の⾒出し（レベル番号は1. --，2. --），ボールド体，左寄せ 

•  第三レベル（項）の⾒出し（レベル番号は 1 --，2 --），イタリック体，左寄せ 

•  イタリック体の表記   

○ 学名，et al., ex, ibidem (ibid )，in litteris (in litt.)，in vacuo, in vitro, in vivo, per os   

   ○ 物理量・変量を⽰す記号  

○ 下付き添字または上付き添字で，物理量・変量を表すもの  

  ○ ベクトル量の記号 (ボールド・イタリック体)  

•  単位は国際単位系 (SI) を使⽤ 

•  付表・付図のTable 1., Table 2.（表1 ，表2）・Fig. 1., Fig. 2.（図1，図2）はボールド体 

•  付表・付図の挿⼊位置 本⽂（原稿投稿の場合には⽤紙の余⽩）に指⽰ 

•  本⽂中の引⽤ 肩付き数値のみ 

---であることが報告されている1,2)． 櫻井ら3)は---． 

 

⽂献 

•  記載順序は引⽤順とし，番号（半⾓）を肩付で⽰す． 



•  同⼀著者の⽂献は年代順に配列，同年に発表されたものには年号のあとに a，b，c, --- 

•  例）雑誌    著者名︓論⽂表題，雑誌名，巻（ボールド体），⾴-⾴（年）の順 
 

 



低温⽣物⼯学会誌 英⽂ 投稿⽤チェックシート 

 
•  投稿申込書を1部つける． 

•  投稿は原則として電⼦ファイルのソフトはWordを使⽤する（pdfファイルのみは不可）． 

•  図は，Powerpointで保存後，Word本⽂中に取り込むことが望ましい． 

 

原稿作成要領 

テンプレートに添って⼊⼒し，以下の部分を最後に確認する．  

１⾴⽬   

•  タイトルのイニシャルのみ⼤⽂字表記，ボールド体，センタリング 

•  著者名は，姓は⼤⽂字表記，センタリング 

•  所属と住所は，イタリック体，センタリング 

•  所属の異なる著者は肩付き数値（半⾓）をつける． 

 

⼀般的注意事項 

•  ABSTRACT ， INTRODUCTION, MATERIAL AND METHODS ， RESULTS ， DISCUSSION ，

（ACKNOWLEDGMENT），REFERENCES の順 

•  第⼀レベル（章）の⾒出し（レベル番号は付けない），⼤⽂字，センタリング 

•  第⼆レベル（節）の⾒出し（レベル番号は1. --，2. --），ボールド体，左寄せ 

•  第三レベル（項）の⾒出し（レベル番号は 1 --，2 --），イタリック体，左寄せ 

•  イタリック体の表記   

○ 学名，et al., ex, ibidem (ibid )，in litteris (in litt.)，in vacuo, in vitro, in vivo, per os   

   ○ 物理量・変量を⽰す記号  

  ○ 下付き添字または上付き添字で，物理量・変量を表すもの  

  ○ ベクトル量の記号 (ボールド・イタリック体)  

•  単位は国際単位系 (SI) を使⽤ 

•  付表・付図のTable 1., Table 2.・Fig. 1., Fig. 2.はボールド体 

•  付表・付図の挿⼊位置 本⽂（原稿投稿の場合には⽤紙の余⽩）に指⽰ 

•  本⽂中の引⽤ 肩付き数値のみ 

It was reported that ---1)． Sakurai et al.2)---． 

 

⽂献 

•  記載順序は引⽤順とし，番号（半⾓）を肩付で⽰す． 
•  同⼀著者の⽂献は年代順に配列，同年に発表されたものには年号のあとに a，b，c, --- 

•  例）雑誌    著者名︓論⽂表題，雑誌名，巻（ボールド体），⾴-⾴（年）の順 


